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次世代 IP ネットワーク推進フォーラム 技術部会（第 1回） 議事録 

 

● 日時：平成 18 年 1 月 17 日（火） 10:30～12:00 

● 場所：コンファレンススクウェア エムプラス 1F サクセス 

● 出席者 

  技術部会長 後藤滋樹（早稲田大学） 他 100 名程度 

 

  総務省 

  通信規格課 田中課長 

  電気通信技術システム課 渡辺課長 

  電気通信技術システム課 荻原課長補佐 

 事務局 

  情報通信研究機構 田口室長、島田企画マネージャー、大堂主任研究員 

 

●配付資料 

資料１：次世代 IP ネットワーク推進フォーラム 技術部会設置要綱（案） 

資料２：次世代 IP ネットワーク推進フォーラム 技術部会構成員名簿 

資料３：次世代 IP ネットワーク推進フォーラム 技術部会活動方針（案） 

資料４：ワーキンググループの設置について（案） 

資料５：サブワーキンググループの設置について（案） 

資料６：ワーキンググループ及びサブワーキンググループへの参加について（案） 

資料７：情報通信技術審議会 IP ネットワーク設備委員会の検討状況について 

参考資料：設立総会資料 

 

●議事内容： 

１. 開会 [事務局田口室長] 

 

２. 総務省挨拶 

（１）田中課長 

  オール IP 化を踏まえ、IP 電話を中心とする相互接続性の検証の推進していきたい。 

（２）渡辺課長 

  オール IP 化は、コストが安くなる、国際競争力が高まるというメリットがある。 

  そこを念頭に置いて、技術基準の検討を行う必要がある。 

 

３. 技術部会長挨拶 

・ ネットワークの相互接続の推進のための技術基準策定を行う。 

・ サービス基準、安全性、相互接続性の課題等を検討する。 

・ オール IP 化に向けては、多くの課題があるが、どこから手を付けるかは難しい問題

である。 

・ 世界の中でも日本が先導して行うのに適している課題である。 

 

４．配布資料確認 

事務局（田口室長）により、配布資料の確認がなされた。 

参考資料１ 
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資料の過不足があれば後ほど事務局に連絡のこと。 

 

 

５．議事 

（１）技術部会設置要綱について 

参考資料に基づき、事務局（田口室長）より本部会設立の経緯について説明 

資料１、資料２に基づき、事務局（田口室長）より設置要綱案について説明 

 

決定事項： 

・ 技術部会の設置要綱は承認された。 

・ 技術部会構成員名簿について、問題があれば事務局に連絡すること。 

 

（２）技術部会の活動方針について および 

（３）ワーキンググループ及びサブワーキンググループの設置について 

資料３、４、５に基づき、事務局（田口室長）より説明 

 

・ ワーキンググループは、相互接続 WG と技術基準検討 WG を設置する。 

・ サブワーキンググループは、品質・機能 SWG、安全性・信頼性 SWG、相互接続・運

用性 SWG、次世代 IP ネットワーク SWG を設置する。 

 

主な質疑： 

質問： ワーキンググループとサブワーキンググループの関係、特に相互接続 WG と相

互接続・運用性 SWG の関係はどのようになっているのか。 

事務局：相互接続 WG は、相互接続性実証実験を通して、技術検証を行う。SWG は技術

基準の検討を行う。連携は重要であるので、今後重視したい。 

質問： フォーラムと審議会の関係はどのようになっているのか。 

事務局：フォーラムと審議会は密接に関係する。フォーラムの検討が、審議会に反映

されるように働きかけていく。二度手間にならないように、連携とりながら

活動したい。 

 

決定事項： 

・ 具体的な活動内容は、WG および SWG にて検討し、質問事項は事務局が留意して進

める。 

・ 技術部会の活動に関しては、資料３・資料４・資料５の方向にて進める。 

・ 技術基準検討 WG のリーダは、粟野友文様（日本電信電話株式会社）に決定した。 

・ 相互接続 WG のリーダは、中野尚（KDDI 株式会社）に決定した。 

・ 品質・機能 SWG のリーダは、千村保文様（沖電気工業株式会社）に決定した。 

・ 安全性・信頼性 SWG のリーダは、田中和久様（株式会社日立製作所）に決定した。 

・ 相互接続・運用性 SWG のリーダは、小林様（日本電気株式会社）に決定した。 

・ 次世代 IP ネットワーク SWG のリーダは、加藤正文様（富士通株式会社）に決定

した。 
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（４）その他 

 

○参加手続きについて 

資料６に基づき、事務局（田口室長）より説明 

 

・ 1 月 23 日 17:00 までに、事務局まで、FAX または電子メールにて申し込むこと。 

 

主な質疑 

質問： 一人の人間が複数の WG に参加することは可能か。 

会社内の部署は問わないか。 

事務局：問題ない。また、参加者は各社調整していただきたい。 

質問： WG と SWG の想定参加者（候補）および想定するタスクはどのようなものか。 

事務局：活動の内容は、リーダと相談して答えたい。課題は、情報通信審議会の課題

と関係すると考えている。 

部会長：全ての課題を議論することは難しい。タイトなスケジュールの中で可能な限

り行っていただきたい。実証実験は、先行的な事例が無いため参考事例とす

ることができず難しい面がある。 

 

○情報通信技術審議会の状況について 

資料７に基づき、総務省電気通信技術システム課荻原課長補佐より説明 

 

○次回の予定について 

事務局（田口室長）より説明 

 

・ 次回は 2006 年 6 月頃を予定している。詳細は別途連絡する。 

 

６. 閉会 [事務局田口室長] 

 

 

以上 


